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地域おこし協力隊通信

わたしのうと活動記

地域おこし協力隊って？都市部から移住し、地域の魅力づくりやお手伝いをする制度です。
農業や観光、PRの支援など、地域の課題に取り組みながら、ここ
での暮らしを楽しみ、定住を目指します。宇土市地域おこし協
力隊は、総勢10人で活動しています。宇土中高の今

　宇土中・高の生徒たちが着目した環境問題などの地域の課
題や、日常のささいな疑問に対し「なぜ」と問い続け、探究した
成果を発表する「UTO Well-being 探究Award 2026」が
開催されます。学生という枠を超えた、驚きと熱意に満ちた学
びをお届けします。
　7月23日（木）9時40分から、会場は熊本城ホール、参加費
無料です。当日は「山の厄介モノ(竹)で海の赤潮発生を抑止
するには？」といった環境についての大きな疑問から、「グラス
が映し出す光模様」という身近なテーマまで、生徒たちが自分
で見つけた「問い」への答えを熱くプレゼンします。
　さらに、リサイクル事業で世界をリードする岩元美智彦氏の
ワクワクする講演も必聴です。事前申し込みの方法や当日の
スケジュールなど、詳しい情報は上記ＱＲコードからも御確認
いただけます。
　皆さまの御来場が、がんばる生徒たちの大きな励みになり
ます！ぜひ御来場ください！

世界初！不知火の
動画解析に挑戦

ひらめき、それが未来を動かす風になる
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①安い…1回200円でご乗車いただけます。
②涼しい…快適な空間でお迎えします。
③楽…乗ってるだけで到着します。
④健康…自宅からバス停まで、歩く機会が増えます。
⑤利用対象者不問…どなたでもご利用できます。

　これが自家用車の場合だと、「ガソリ
ン価格は高止まり」「乗車直後の車内は
灼熱」「運転に気疲れする」などの懸念が
ありますが、のんなっせなら安心して移
動できます。
　まずは一度ご利用してみてはいかがで
しょうか。ご乗車お待ちしております！

　令和8年2月より、市のコミュニティバス「のんなっせ」の運行を担当しています。
　担当している「花園北部線、花園南部線、轟線」は、桜で有名な立岡自然公園や、日本名水
百選に指定されている轟水源など、自然豊かな名所を巡ることができるルートなので、運
行する度に「宇土は自然に恵まれている地域だ」と実感しています。

・のんなっせの時刻表
　こちらのQRコードから、のんなっせの時刻表をご覧いただけます。
・轟線ルート改正のご案内
　令和8年4月より、轟線にて「松山（旧道）」と「宇土シティモー
ル南口」の停留所がご利用いただけるようになりました。

　宇土市民会館のステージで、大人も子どもも、思
いっきり演奏を披露しませんか？夏休みだけの特別
な音の体験。
　8月1日㈯は、世界的に知られるコンサートグラン
ドピアノ「スタインウェイD-274」の演奏体験。作
曲家・出田敬三さんから、演奏へのコメントやアドバ
イスをもらえます。
　8月2日㈰は、宇土に伝わる国指定文化財「宇土雨
乞い大太鼓」の演奏体験。高見大志さん、加藤大陽
さん、清田慎也さんのプロ太鼓奏者3名が、一人ひ
とりの演奏の魅力や伸びしろを講評します。
　ピアノと太鼓という異なる響きを、実際に舞台上
で体感できる貴重な機会です。初心者や親子での
参加も大歓迎。ホールならではの音の広がりと、宇
土の文化の魅力にふれてみませんか。

【ひいてみようスタインウェイ】▲

日時　8月1日㈯　
　　　　午前の部 10時～正午
　　　　午後の部 1時30分〜3時30分

【叩いてみよう雨乞い大太鼓】▲

日時　8月2日㈰　午後1時〜4時
　　　　※試し打ちタイム　午前10時30分〜正午▲

場所　宇土市民会館 大ホール▲

参加費　無料▲

定員　�ひいてみようスタインウェイ　
　　　　午前・午後 各10組（演奏7分以内）
　　　　�叩いてみよう雨乞い大太鼓　
　　　　20名（演奏5分以内）▲

申込　6月1０日㈬　受付開始（先着順）▲

申込方法　WEBフォームまたは電話
問宇土市民会館　☎（22）0188

　宝塚から宇土市にお世話になって、早いもんで一年が過ぎました。最初は右も左も
分からんことばかりやったんですけど、地域の皆さんに温かく助けてもらいながら、
宇土の豊かな四季折々の魅力にどっぷり触れることができました。
　春の桜、夏のお祭り、秋の恵みに冬の景色。一年通して宇土のええところを肌で感
じて、やっとこの街の空気感に馴染んできた気がします。
　先輩市民の方々には今でも頼ってばかりですが、おかげさんで「次はどんな発見が
あるんやろ？」と、これからの生活がますます楽しみでしゃあないんですわ。

　空き家を活かそうと動く中で、どうしても避けては通れへん課題がいくつかあるこ
とも分かってきました。こうした課題をしっかり解決して、空き家を地域の「資産」と
して未来へ繋いでいきたい。そんな想いに共感してくださったハウスメーカーさんの
協力を仰いで、今、新しい企画を全力で立ち上げているところなんです！
　私自身、まだまだ知識不足を補うために、ハウスメーカーさん主催のセミナーに参
加したり、実際の現場視察へ行かせてもらった
りして、プロのノウハウを日々必死に勉強させ
てもらってます。専門家の知恵とパワーをお借
りしながら、大切な家が新しく生まれ変わるた
めの解決策をしっかり模索していきます。
　これからの展開、どうぞ楽しみにしていてく
ださいね！

宝塚発 宇土市 空き家活用レポート
～不定期連載第三回 空き家を「資産」へ！二年目の新たな挑戦～

プロの知恵を借りて新プロジェクト始動！
〜空き家を「資産」に変えるために〜

企画課所属

屋富祖 裕也
協力隊mission
市民の移動を支える「のんなっせ」
の運転手として地域に貢献する

まちづくり推進課所属
上馬 秀樹
協力隊mission
外からの視点を大事にしながら、
宇土のまちづくりに少しでも貢
献する

「のんなっせ」の運転をしています

私が思う「のんなっせのメリット」をいくつかご紹介します
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